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今後のスケジュール（１／２）

◼ 今後想定している調査事項や、協議会・作業部会の大まかな流れは以下の通り。

地元事業実施主体等・対象
地の現況調査（ヒアリング
調査・現地視察）

計画素案取りまとめ

調査・計画策定 主な実施事項

各
種
調
査
・作
業
部
会

計
画
の
取
り
ま
と
め

計画案の取りまとめ

サウンディング調査

協議会・作業部会

７月 第３回協議会

８～
11月

第１回作業部会

第２回作業部会

計画骨子案（課題と対応策
の方向性、基本方針）作成

目標数値等の設定、目標を
達成するために行う事業及
び実施主体等の検討

本市の漁業の現状、計画地
の現況・立地条件調査（文
献・統計）・先進事例調査

12月

計画策定

第４回協議会

第５回協議会

1月

2～
3月

文献調査と地域関係者へのヒ
アリング、先進事例調査を基に
計画骨子案作成に着手。

地元で海業に関連する事業を
行っている主体等へヒアリン
グし、作業部会に参画いただ
いた方が良い場合は声掛け。

計画体系のたたき台を提示し
つつ、具体的に地域がやりた
いこと・協力できることを協議。

作業部会で挙がった具体の事
業イメージを基にサウンディン
グ調査を実施。

調査結果を踏まえ、より実現性
の高い計画体系、事業や実施
主体について議論。

次年度以降計画を実行してい
くにあたって各関係者の関わ
り方や目標値等について議論。

計画案について、協議会の承
認を得る。

現
況
把
握
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今後のスケジュール（２／２）

◼ 想定しているより詳細なスケジュールは以下の通り。

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中

本市の漁業の現状、計画地
の現況・立地条件調査（文
献・統計調査）

実
査

ま
と
め

地元事業実施主体等・対象
地の現況調査（ヒアリング
調査・現地視察）

準
備

実
査

ま
と
め

先進事例調査
準
備

実
査

ま
と
め

サウンディング調査
準
備

実
査

ま
と
め

計画骨子案（課題と対応策
の方向性、基本方針）作成

検
討

修
正

目標数値等の設定、目標を
達成するために行う事業及
び実施主体等の検討

検
討

修
正

計画（素案）の取りまとめ
素
案
化

最
終
案

協議会
第
３
回

第
４
回

第
５
回

作業部会
準
備

第
１
回

第
２
回
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計画の構成イメージと調査等の対応関係

◼ 前述の調査を踏まえ、以下の通り計画への落とし込み作業を行う。

章 項目

１．計画策定の背景
と目的

計画策定の背景
海業推進の目的
計画の位置づけ
対象地の概要

２．外川漁港・外川地
区を取り巻く現状と
地域特性

外川地区の人口、漁業・観光の概況
外川漁港の現状
特徴的な地域資源
地域関係者の意見・意向

３．課題と対応策の
方向性

対象地の課題
海業推進上の留意事項
基本方針

４．外川漁港・外川地
区における海業の将
来像・コンセプト

将来像
コンセプト
ターゲット

５．導入機能及び事
業展開の方向性

導入機能
重点施策
空間配置方針、事業イメージ

６．事業手法と整備・
運営方針

事業手法
整備方針
運営方針と役割分担
財源・補助制度

７．今後の進め方 今後のスケジュール
進捗管理

計画目次案の構成イメージ

作業部会を踏
まえて整理

文献調査・データ分析、地域関係者ヒ
アリングを踏まえて整理

サウンディン
グ調査を踏ま
えて整理

漁港管理者等との協議を経て整理

※第４章・５章に関連する導入機
能や事業イメージについては、本
日提示する後述のたたき台を基
に、ご意見をいただきたいです。
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対象区域の状況

◼ 今回対象となる外川漁港は以下の区域である。

◼ 議論を促進するため、次頁以降に、現時点で確認できている情報を基にした委託事業者による事業イメージのたたき台を提示する。

ご意見をいただきたい観点

• （みなさんが）外川漁港で実施してみたいこと
• 外川漁港で実施してみたいことがある人・団体等
に対して（みなさんが）協力できること

• 外川漁港で実施してみたいことがあると考えられ
る、地域の個人・企業・団体等のお名前
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活用可能な２エリアを前提とした整備イメージのたたき台

①製氷施設跡地の特性
• 外川駅から徒歩12分
• 敷地面積 約1,150㎡
• 周囲にある程度駐車スペースも確
保可能か（要確認）

• 漁船や遊漁船の停泊地に近接

②蓄養施設跡地の特性
• 外川駅から徒歩８分
• 敷地面積 約1,300㎡
• 接道しておらず少し奥まった場所
だが、数台であれば駐車スペース
が確保可能か（要確認）

外川・銚子の「今」を味わう・体験する
漁業体験による漁業者との交流や、
規格外魚や混獲魚などを活用した食
の拠点、体験前後の空き時間や周辺
地域への周遊時の休憩施設を整備し、
漁村地域の営み・文化の魅力を体験
できる場を形成する。

外川・銚子の「未来」を創る・発信する
海藻養殖等の既存の取組や新規の
取組の実施拠点とするほか、海の資
源や環境について学び、体験できる
場として漁業関係者、企業や教育機
関等の利用も促進し、外川ならでは
の「海の未来づくり」を発信する。

主に首都圏
観光客向け

主に漁業関係
者・企業・教育
機関向け

機能の分担
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①製氷施設跡地の活用イメージのたたき台

施設イメージ 外川フィッシャーマンズハウス（仮）
…漁業体験や食体験、交流機能を備えた拠点として活用

• 漁師の仕事体験プログラム（漁具解説、立縄漁の説明、漁網づくり、
仕掛けづくり、漁船の見学・クルーズ、水揚げ見学）、漁師ガイドツ
アー（漁村散策、銚子の漁業の歴史の解説）の受付・発着場所

• 銚子つりきんめのほか規格外魚・混獲魚を活用した食堂・レストラン
（深海魚や規格外キンメのフライや定食の提供）

• 体験プログラム前後・まち歩きの休憩施設としての温浴・サウナ施設

コンセプトイメージ「海を感じ、食べ、休み、漁業を体験する滞在拠点」
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②蓄養施設跡地の活用イメージのたたき台

施設イメージ 外川ブルーラボ（仮）
…新たな養殖生産と、教育・学習・共創機能を備えた拠点として活用

• 陸上養殖による新規魚種・貝類・海藻類等の生産や、企業や研究機関
等との連携による海藻や海洋資源を活用した商品開発・実証の場

• 海藻養殖や海洋環境、資源管理型漁業をテーマとした漁業関係者向
け研修や企業向け環境研修、教育旅行向けの体験プログラム（ワカ
メ・コンブ加工体験、海藻石鹸づくり、ブルーカーボンや海洋環境学
習）の実施

コンセプトイメージ「海を学び、育て、未来につなぐ共創拠点」
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